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三条市農業委員会総会議事録

日 時 平成２６年２月２８日 午前９時３０分

場 所 三条市役所 本庁舎４階全員協議会室

会議に付した議題

議第 １号 農用地利用集積計画について

議第 ２号 農地法第３条の規定による許可申請について

議第 ３号 事業計画変更承認申請について

議第 ４号 農地法第４条の規定による許可申請について

議第 ５号 農地法第５条の規定による許可申請について

議第 ６号 下限面積（別段面積）の設定について

報告事項 報第 １号 第１調査部会の調査結果報告について

報第 ２号 農政対策部会の結果報告について

報第 ３号 農地法第１８条第６項の解約通知について

報第 ４号 基盤強化法の解約通知について

報第 ５号 使用貸借の解約通知について

報第 ６号 農地潰廃通報について

報第 ７号 農地法第３条の３第１項の届出について

その他

出席委員 ３３名

１番 大 桃 伸 之 委員 ３番 清 水 栄 委員

４番 村 井 善一郎 委員 ５番 熊 倉 睦 委員

６番 捧 譽 委員 ７番 阿 部 眞佐雄 委員

８番 刈 屋 一 夫 委員 ９番 佐 藤 満 委員

１０番 金 子 純 一 委員 １１番 内 山 清 委員

１２番 大 竹 一 雄 委員 １３番 鶴 巻 俊 樹 委員

１４番 村 山 佐喜雄 委員 １５番 山ノ内 正 委員

１６番 大 竹 正 信 委員 １７番 廣 川 哲 也 委員

１８番 田 邉 稔 委員 １９番 五十嵐 俊 雄 委員

２０番 坂 井 和 弘 委員 ２１番 阿 部 銀次郎 委員

２２番 野 水 敏 秋 委員 ２３番 野 﨑 文 夫 委員

２４番 嘉 藤 太加雄 委員 ２５番 佐 藤 裕 雄 委員

２６番 阿 部 新一郎 委員 ２７番 星 野 英 治 委員
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２８番 藤 田 吉 則 委員 ２９番 渡 邉 一 英 委員

３０番 原 正 利 委員 ３１番 小 師 勉 委員

３３番 山 田 佳 典 委員 ３４番 蒲 澤 正 委員

３５番 小 林 六 一 委員

欠席委員 ２名

２番 鶴 巻 純 一 委員 ３２番 目 黒 伸 一 委員

職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 大 坂 純 司

事 務 局 次 長 斎 藤 公 明

経営基盤係副参事 麦 倉 政 勝

経営基盤係主任 鈴 木 和 志

午前９時３３分 開会及び開議

（午前９時３０分 三條新聞社傍聴）

議長（野﨑会長）

おはようございます。定刻の時間になりましたので、２月の総会に入りたいと思いま

す。

それでは、出席状況を申し上げます。定員３５名のところ、現在員３５名、出席３３

名、欠席２名で総会は成立いたします。

なお、議事録の署名委員につきましては、定めにより私から指名をいたします。５番、

熊倉睦委員、３１番、小師勉委員を指名いたしますので、よろしくお願いいたします。

それでは、早速議事に入ります。

議第１号『農用地利用集積計画について』を議題といたします。

なお、３番、清水栄委員、９番、佐藤満委員、２１番、阿部銀次郎委員、３１番、小

師勉委員は、農業委員会等に関する法律第２４条１項の規定に基づき、議事参与の制限

により本議案終了まで退席をお願いいたします。

（午前９時４０分 ３番清水 栄委員、９番佐藤 満委員、２１番

阿部銀次郎委員、３１番小師勉委員退席）

議長（野﨑会長）

事務局、説明願います。

事務局（大坂事務局長）

それでは、説明いたします。それでは、議第１号『農用地利用集積計画について』説

明いたします。

２６ページをごらん願います。今月の申請は、新規設定４７件、２７万６，０９８．

６㎡、再設定９１件、４４万９，００７．４８㎡、利用権移転１件、１，８０４㎡、所

有権移転５件、１万９２２㎡であります。合計では１４４件、７３万７，８３２．０８
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㎡であります。

それでは、戻りまして１ページの４８９番から順に説明いたします。

４８９番は、金子新田地内の農地２筆、２，９８８㎡をあっせんによる売買により取

得したいものであります。価格は、１０ａ当たり約１００万円であります。

４９０番は、代官島地内の農地６筆、５，３５８㎡をあっせんによる売買により取得

したいものであります。価格は、１０ａ当たり約１１０万円であります。

４９１番は、渡前地内の農地１筆、１，５１０㎡をあっせんによる売買により取得し

たいものであります。価格は、１０ａ当たり約７０万円であります。

４９２番、４９３番は、中野原地内の農地１筆、４２６㎡と中野原地内の農地１筆、

６４０㎡をあっせんにより譲り受け人、譲り渡し人が相互の交換により取得するもので

あります。

４９４番は、笹岡地内の農地１筆、６９７㎡を新規により２年間利用権設定するもの

であります。

４９５番は、遅場地内の農地２筆、２，５９１㎡を新規により２年間利用権設定する

ものであります。

４９６番は、遅場地内の農地２筆、４，１２５㎡を新規により２年間利用権設定する

ものであります。

４９７番は、興野２丁目地内の農地２筆、１，７１０㎡を新規により２年間利用権設

定するものであります。

４９８番は、大宮新田ほか地内の農地５筆、６，２６６㎡を新規により２年間利用権

設定するものであります。

４９９番は、井栗ほか地内の農地１２筆、８，４２８㎡を新規により２年間利用権設

定するものであります。

５００番は、如法寺地内の農地３筆、８，８５３㎡を新規により２年間利用権設定す

るものであります。

５０１番は、原地内の農地１筆、３，５００㎡を新規により２年間利用権設定するも

のであります。

５０２番は、荒沢地内の農地２筆、４，１５１㎡を新規により２年間利用権設定する

ものであります。

５０３番は、荻堀地内の農地３筆、４，０００㎡を新規により２年間利用権設定する

ものであります。

５０４番は、飯田地内の農地７筆、１万２，３１０㎡を新規により２年間利用権設定

するものであります。

５０５番は、島川原地内の農地２筆、４，４２８㎡を新規により３年間利用権設定す

るものであります。

５０６番は、上保内地内の農地１筆、６５１㎡を新規により４年間利用権設定するも

のであります。

５０７番は、上保内地内の農地５筆、１，５７４㎡を新規により４年間利用権設定す
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るものであります。

５０８番は、新光ほか地内の農地７筆、６，５９７㎡を新規により５年間利用権設定

するものであります。

５０９番は、鶴田１丁目ほか地内の農地１１筆、１万２，８０９㎡を新規により５年

間利用権設定するものであります。

５１０番は、中野原地内の農地３筆、５，７７３㎡を新規により５年間利用権設定す

るものであります。

５１１番は、笹巻地内の農地４筆、４，２４７㎡を新規により５年間利用権設定する

ものであります。

５１２番は、長沢地内の農地９筆、６，５２３㎡を新規により５年間利用権設定する

ものであります。

５１３番は、月岡ほか地内の農地１２筆、４，５６１㎡を新規により８年間利用権設

定するものであります。

５１４番は、猪子場新田地内の農地５筆、５，０８８㎡を新規により９年間利用権設

定するものであります。

５１５番は、西潟ほか地内の農地５筆、４，７６７㎡を新規により９年間利用権設定

するものであります。

５１６番は、大島地内の農地３筆、１，３９７㎡を新規により９年間利用権設定する

ものであります。

５１７番は、大島地内の農地２筆、４８１㎡を新規により９年間利用権設定するもの

であります。

５１８番は、大島地内の農地４筆、２，６１３㎡を新規により９年間利用権設定する

ものであります。

５１９番は、荻島地内の農地９筆、７，５７８㎡を新規により９年間利用権設定する

ものであります。

５２０番は、代官島ほか地内の農地６筆、５，２７２㎡を新規により９年間利用権設

定するものであります。

５２１番は、原地内の農地１５筆、３，０１３．０７㎡を新規により９年間利用権設

定するものであります。

５２２番は、貸付人、借受人の申し出により２月２０日取り下げ申請が提出されたも

のであります。

５２３番は、広手地内の農地１筆、１，８１４㎡を新規により９年間利用権設定する

ものであります。

５２４番は、広手地内の農地１筆、１，８９７㎡を新規により９年間利用権設定する

ものであります。

５２５番は、鹿峠地内の農地５筆、６，６５０㎡を新規により９年間利用権設定する

ものであります。

５２６番は、鹿峠地内の農地５筆、６，９０８㎡を新規により９年間利用権設定する
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ものであります。

５２７番―１は、上野原ほか地内の農地６筆、６，９７０㎡を新規により１０年間利

用権設定するものであります。

５２８番―１は、月岡ほか地内の農地１９筆、７，１９０㎡を新規により１０年間利

用権設定するものであります。

５２９番―１は、麻布地内の農地１４筆、６，９７６㎡を新規により１０年間利用権

設定するものであります。

５３０番―１は、月岡ほか地内の農地２６筆、９，１９５㎡を新規により１０年間利

用権設定するものであります。

５３１番―１は、大島地内の農地１２筆、９，５６０㎡を新規により１０年間利用権

設定するものであります。

５３２番―１は、大島ほか地内の農地１０筆、９，２８８㎡を新規により１０年間利

用権設定するものであります。

５３３番―１は、大平地内の農地９筆、１万１，８６３㎡を新規により１０年間利用

権設定するものであります。

５３４番―１は、貸付人の申し出により２月２０日取り下げ申請が提出されたもので

あります。

５３５番―１は、長沢地内の農地５筆、１，９１１．６１㎡を新規により１０年間利

用権設定するものであります。

５３６番―１は、濁沢ほか地内の農地５筆、２万９，０２３．９２㎡を新規により１

０年間利用権設定するものであります。

５３７番―１は、下保内地内の農地１筆、５０９㎡を新規により１０年間利用権設定

するものであります。

５３８番―１は、西中地内の農地９筆、１万４９８㎡を新規により１０年間利用権設

定するものであります。

５３９番―１は、上保内地内の農地２筆、２，００３㎡を新規により１０年間利用権

設定するものであります。

５４０番―１は、岩淵ほか地内の農地２筆、９，９４７㎡を新規により１０年間利用

権設定するものであります。

５４１番―１は、下保内地内の農地１０筆、８，６２６㎡を新規により１０年間利用

権設定するものであります。

次の５４２番から２５ページの６３１番までの９０件につきましては、再設定でござ

いますので、説明を略させていただきます。

続きまして、２５ページでございます。６３２番は、牛野尾地内の農地６筆、１，８

０４㎡を２年間利用権移転するものであります。

６３３番は、篭場地内の農地８筆、１，２６６㎡を新規により約１年間利用権設定す

るものであります。

６３４番は、北潟地内の農地１筆、２９８㎡を再設定により２年間利用権設定するも
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のであります。

６３５番は、原地内の農地１筆、２０２㎡を再設定により９年間利用権設定するもの

であります。

続きまして、２７ページをごらん願います。２７ページの５２７番―２から、３１ペ

ージの５４１番―２までの枝番がついております１４件、１２万３，５６０．５３㎡に

つきましては、農地利用集積円滑化事業での新規設定により、６年から１０年の利用権

設定するものであり、議案中の枝番１と枝番２は連動しておりますので、そのようにご

らん願いたいと思います。

なお、２７ページの５２９番―２、２８ページの５３０番―２、それから３１ページ

の５４１番―２については、契約年数が枝番１と一致しておりません。一致しないもの

につきましては、借り受け人の申し出により６年ということになったものでございます

ので、よろしくお願いいたします。

３３ページをごらん願います。３３ページの１９０番は、篭場地内の農地７筆、４，

００４㎡を１年間の利用権設定を新規設定することで昨年の１２月の総会で承認をいた

だきましたところ、その後貸付人の死亡が判明いたしたため、今回取り消しをするもの

でございます。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入る前に先日調査部会で調査いただいておりますので、その結果報

告をお願いいたします。

第１調査部会長は、坂井代理の隣に着席願います。

１４番、村山委員。

第１調査部会長（１４番村山佐喜雄委員）

おはようございます。それでは、第１調査部会の調査結果についてご報告いたします。

第１調査部会では、２月２５日午前９時から厚生福祉会館第２集会室におきまして、

部会員と野﨑会長出席のもと会議を開催いたしました。

事務局より日程説明、議案説明を受け、全案件について意見決定を経て、１２時に閉

会いたしました。

ただいま意見が求められております議第１号『農用地利用集積計画について』は、新

規設定４７件、再設定９１件、利用権移転１件、所有権移転５件、合計件数１４４件、

面積にして７３万７，８３２．０８㎡と新規設定の取り消し１件、面積で４，００４㎡

を書類審査及び事務局から詳細説明を受け、いずれも農地の効率的利用、農作業に常時

従事すると認められることなど、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満

たしており、全件許可相当といたしました。

以上です。
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議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

なお、委員の質問等の発言については挙手をし、発言を求め、議長の許可を得てから

発言をお願いいたします。

８番、刈屋委員。

８番（刈屋一夫委員）

確認なのですが、２９ページ、５３３番―２の借り受け人の面積なのですが、この数

字で間違いないでしょうか。借り受け人の面積が多いと思うのですが。

事務局（大坂事務局長）

今のご指摘につきまして、ただいま調査して総会終了までにお答えしたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

そういうことで次に進ませていただきますが、確認次第また追って回答いたしますの

で、よろしくお願いいたします。

ほかにご意見ございませんでしょうか。

ないようですので、議第１号につきましては、ただいま調査部会長の調査結果報告の

とおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

異議ないものと認めます。

退席された皆さんに着席をお願いいたします。

（午前９時５９分 ３番清水 栄委員、９番佐藤 満委員、２１番

阿部銀次郎委員、３１番小師勉委員着席）

議長（野﨑会長）

退席された委員の皆さんに報告いたします。

議第１号『農用地利用集積計画について』は、部会長の調査報告のとおり全件許可相

当といたしました。

以上です。

なお、ただいま調査中の質問がありますので、確認次第報告いたしますので、よろし

くお願いいたします。

事務局（大坂事務局長）

確認いたしました。私どもの入力ミスということでございました。申しわけありませ

んでした。刈屋委員のほうから質問がございました２９ページ、５３３番―２、駒込の

藤家さんの括弧書きである耕作面積は「２５０ａ」の間違いです。打ち込みミスでござ

いましたので、まことに申しわけありませんが訂正をお願いいたしたいと思います。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。
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議長（野﨑会長）

続きまして、議第２号『農地法第３条の規定による許可申請について』を議題といた

します。

事務局、説明願います。

事務局（大坂事務局長）

それでは、議第２号『農地法第３条の規定による許可申請について』説明いたします。

３５ページをごらん願います。今月の申請は、８件の申請で、合計２万４，６４８．

９８㎡であります。

それでは、戻りまして３４ページの８５番から順に説明いたします。

８５番は、栗林地内の農地２筆、１，９９８㎡を譲り受け人が相手方の要望により売

買で取得するものであります。価格は、１０ａ当たり約２００万円であります。

８６番は、金子新田地内の農地１筆、１１４㎡を譲り受け人が経営規模拡大を図るた

め、売買により取得するものであります。価格は、１０ａ当たり約９０万円であります。

８７番は、如法寺地内の農地３筆、５１７㎡を譲り受け人が代替地取得のため、売買

により取得するものであります。価格は、１０ａ当たり約２２０万円であります。

８８番は、笹岡地内の農地１筆、１，０７２㎡を譲り受け人が経営規模拡大を図るた

め、売買により取得するものであります。価格は、１０ａ当たり約７０万円であります。

８９番は、桜木町ほか地内の農地５筆、３，０７７㎡を譲り受け人が経営の若返りを

図るため、同一世帯内後継者が使用貸借権を設定するものであります。なお、譲り受け

人は新規就農時に農業経営の分離を行い、稲作部門を経営しております。

９０番は、西本成寺１丁目地内の農地１筆、１９４㎡を譲り受け人が経営の若返りを

図るため、同一世帯内後継者が使用貸借権を設定するものであります。なお、譲り受け

人は新規就農時に農業経営の分離を行い、稲作部門を経営しております。

９１番は、大島地内の農地２２筆、９，４７１．３８㎡を譲り受け人が新規就農する

ため、同一世帯内後継者が使用貸借権を設定するものであります。なお、譲り受け人は、

新規就農に当たり農業経営の分離を行い、果樹部門を経営するものであります。

９２番は、曲谷ほか地内の農地１３筆、８，２０５．６㎡を譲り受け人が経営の若返

りを図るため、同一世帯内後継者が使用貸借権を設定するものであります。

以上８件が今月申請分であります。

以上、説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果報告をお願いいたします。

１４番、村山委員。

第１調査部会長（１４番村山佐喜雄委員）

議第２号『農地法第３条の規定による許可申請について』は、売買によるもの４件、
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使用貸借によるもの４件、合計件数８件、面積で２万４，６４８．９８㎡で、現地調査

を含む書類審査及び事務局の現地確認結果など詳細説明を受け、いずれも譲り受け人の

経営面積や機械、労働力、技術、下限面積などの許可要件を全て満たしており、全件許

可相当といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第２号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

異議ないものと認めます。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第３号『事業計画変更承認申請について』を議題といたします。

事務局、説明願います。

事務局（大坂事務局長）

それでは、議第３号『事業計画変更承認申請について』説明いたします。

３７ページをごらん願います。今月の申請は、４件の申請で、合計８１６㎡でありま

す。

それでは、戻りまして３６ページの４１番から順に説明いたします。

４１番は、直江町３丁目地内の農地１筆、１９８㎡を売買により取得し、住宅１棟の

用地として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約２万円であります。

場所につきましては、旧斎場の北側２００ｍ付近で、都市計画用途地域の工業地域内で

あることから、第３種農地と判断されます。

４２番は、中新地内の農地２筆、１６５㎡を売買により取得し、貸駐車場６台の用地

として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約３万円であります。場所

につきましては、県営西大崎住宅の南側１００ｍ付近で、住宅等が連たんする区域内で

あることから、第３種農地と判断されます。

４３番は、曲渕３丁目地内の農地１筆、１４８㎡を売買により取得し、自家用駐車場

兼貸駐車場５台の用地として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約３

万円であります。場所につきましては、月岡小学校北東側３００ｍ付近で、都市計画用

途地域の第１種低層住居専用地域内であることから、第３種農地と判断されます。

４４番は、東三条２丁目地内の農地１筆、３０５㎡を売買により取得し、住宅１棟の

用地として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約２万円であります。

場所につきましては、三条公共職業安定所西側２００ｍ付近で、都市計画用途地域の工
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業地域内であることから、第３種農地と判断されます。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果報告をお願いいたします。

１４番、村山委員。

第１調査部会長（１４番村山佐喜雄委員）

議第３号『事業計画変更承認申請について』は、件数にして４件、面積にして８１６

㎡で、書類審査及び現地確認結果など詳細説明を受け、立地基準及び一般基準を満たし

ており、承認相当といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第３号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第４号『農地法第４条の規定による許可申請について』を議題といた

します。

事務局、説明願います。

事務局（大坂事務局長）

それでは、議第４号『農地法第４条の規定による許可申請について』説明いたします。

３８ページをごらん願います。今月の申請は、３件の申請で、計２９６㎡であります。

それでは、３９番から順に説明をいたします。３９番は、塚野目３丁目地内の農地１

筆、９９㎡を敷地拡張の用地として利用したいものです。場所につきましては、塚野目

集会所の西側隣接地で、住宅等が連たんする区域内であることから、第３種農地と判断

されます。

４０番は、大島地内の農地１筆、６９㎡を住宅の増築用地として利用したいものです。

場所につきましては、大島小学校の西側３００ｍ付近で、住宅等が連たんする区域内で

あることから、第３種農地と判断されます。

４１番は、棚鱗地内の農地２筆、１２８㎡を既存住宅と一体利用して駐車場２台の用

地として利用したいものです。場所につきましては、棚鱗集落内の下原地区で、住宅等
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が連たんする区域内であることから、第３種農地と判断されます。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果を報告願います。

１４番、村山委員。

第１調査部会長（１４番村山佐喜雄委員）

議第４号『農地法第４条の規定による許可申請について』は、件数にして３件、面積

にして２９６㎡で、書類審査及び現地確認結果など詳細説明を受け、立地基準及び一般

基準を満たしており、承認相当といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第４号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

なお、ただいま許可相当とした案件については県農業会議へ諮問し、答申があった後

に許可といたします。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第５号『農地法第５条の規定による許可申請について』を議題といた

します。

事務局、説明願います。

事務局（大坂事務局長）

それでは、議第５号『農地法第５条の規定による許可申請について』説明いたします。

今月の申請は、４２ページをごらん願います。１１件の申請で、合計２万４８０．３

９㎡であります。

それでは、戻りまして３９ページの９７番から順に説明いたします。

９７番から１００番までは、先ほど事業計画変更承認申請での農地法第５条の許可申

請でありますので、説明を略させていただきます。

１０１番は、西裏館３丁目地内の農地１筆、８１４㎡を売買により取得し、宅地分譲

５区画の用地として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約３万円であ

ります。場所につきましては、第三中学校北側１５０ｍ付近で、都市計画用途地域の第
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１種低層住居専用地域内であることから、第３種農地と判断されます。

１０２番は、石上２丁目地内の農地２筆、２，０１２㎡を売買により取得し、宅地分

譲１０区画と道路の用地として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約

２万円であります。場所につきましては、レディスクリニック石黒北側３００ｍ付近で、

都市計画用途地域の第１種住居地域内であることから、第３種農地と判断されます。

１０３番は、西裏館３丁目地内の農地２筆、１，９６７㎡を売買により取得し、宅地

分譲１０区画と道路の用地として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり

約３万円であります。場所につきましては、第三中学校北側１５０ｍ付近で、都市計画

用途地域の第１種低層住居専用地域内であることから、第３種農地と判断されます。

１０４番は、塚野目地内の農地１筆、２，０２３㎡を売買により取得し、工場兼倉庫

１棟、通路、駐車場の用地として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり

約１万円であります。場所につきましては、三条金属工業団地の南側に隣接しておりま

す。第１種農地でありますが、既存施設の拡張に当たることから、許可し得るものと判

断いたしました。

１０５番は、須頃地内の農地１筆、２６４㎡を使用貸借権の設定により取得し、共同

住宅１棟、物置１棟、駐車場などの用地として利用したいものです。場所につきまして

は、上須頃集落内で西照寺北側４００ｍ付近で、住宅等が連たんする区域内であること

から、第３種農地と判断されます。

１０６番は、袋ほか地内の農地３４筆、１万２，２９７．３９㎡を賃借権の設定によ

り取得し、特別高圧送電線鉄塔建替工事の工事作業用地、資材運搬路、資材置場などの

用地として、許可の日から平成２６年８月２９日までの一時転用地として利用したいも

のです。場所につきましては、県道長岡見附三条線の三ツ屋交差点東側付近から矢田地

内の東部工業団地付近までの間であります。工事内容は、送電線鉄塔の新設６基、撤去

９基であります。農振農用地でありますが、他の土地での代替性がなく、許可し得るも

のと判断されます。

１０７番は、大野畑地内の農地１筆、２８７㎡を使用貸借権の設定により取得し、住

宅１棟、駐車場２台の用地として利用したいものです。場所につきましては、済生会三

条病院の西側に近接しております。都市計画用途地域の第１種住居地域内であることか

ら、第３種農地と判断されます。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果を報告願います。

１４番、村山委員。

第１調査部会長（１４番村山佐喜雄委員）

議第５号『農地法第５条の規定による許可申請について』は、件数にして１１件、面

積にして２万４８０．３９㎡で、書類審査及び現地確認結果など詳細説明を受け、いず
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れも立地基準及び一般基準を満たしており、全件許可相当といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第５号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

なお、ただいま許可相当とした案件については県農業会議へ諮問し、答申があった後

に許可といたします。

第１調査部会長は、自席へお戻りください。ご苦労さまでした。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第６号『下限面積（別段面積）の設定について』を議題といたします。

事務局、説明願います。

事務局（大坂事務局長）

それでは、議第６号『下限面積（別段面積）の設定について』説明いたします。

農地法の改正により、下限面積について毎年農業委員会において審議決定することに

なっております。

議第６号参考資料にありますように、農地法第３条の許可は権利取得後において５０

ａに達しない場合は許可ができないことになっております。しかしながら、農業委員会

が農林水産省令で定める基準に沿って市の全域または一部について別段の面積を定めた

場合は、５０ａを下回ることもできることになっております。設定については、農地法

施行規則第１７条で、別段面積を設定する場合は耕作面積が別段面積より少ない農家戸

数が４０％を下回らないことと基準が示されております。

そこで、参考資料の４ページをごらん願います。太線で囲ってある右側の部分であり

ますが、３０ａから５０ａと記載されている欄で網かけをしているマスがあろうかと思

います。三条地区では経営面積が５０ａ未満の農家が２５％、栄地区では３３％、下田

地区では２８％、三条市全体では２８％となっております。したがいまして、三条市内

においては７２％、約７割を上回る方が５０ａ以上の耕地で経営をされていることにな

ります。

遊休農地の割合も農地利用状況調査から０．１３％となっており、担い手への利用集

積においても４２％となっております。

このようなことから、昨年も別段面積は設定せず、下限面積は農地法で定めるとおり

５０ａとしてきたところであります。本年もご審議の上、ご決定をいただきたいと思っ



- 14 -

ておりますので、よろしくお願いいたします。

以上であります。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方はご発言を願います。

２２番、野水委員。

２２番（野水敏秋委員）

２２番、野水です。議第６号『下限面積（別段面積）の設定について』、ただ今事務局

長から詳しく説明がありましたけれども、議第６号の下限面積の設定についてが上程さ

れて、この件については農政対策部会への付託を受けておりませんが、１９日、議題と

して審議しました。

三条市では、２０１０年農林業センサス結果から経営規模５０ａ未満の農家が三条市

全域で３割弱であり、７割を超える農家が５０ａ以上の経営規模を持っておられること、

現状では農地利用集積も進んでおり、担い手の経営面積は少しずつ拡大していること、

さらに農地利用状況調査結果での荒廃農地の割合の全体に占める割合はわずかであり、

農地の保有及び利用の状況、荒廃農地の状況、将来の見通しなどから見て、現段階での

必要性はないと判断されましたことをお伝えします。

議長（野﨑会長）

ほかにございませんでしょうか。

ないようですので、お諮りをいたします。議第６号につきましては、ただいま２２番、

野水委員の発言のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認め、下限面積（別段面積）の設定はしないことといたし

ます。

議長（野﨑会長）

以上で議事が終わりましたので、報告事項に移ります。

報第１号につきましては、ただいま議事の中で報告いただいておりますので、省略を

いたします。

議長（野﨑会長）

それでは、報第２号『農政対策部会の結果報告について』を部会長より報告願います。

農政対策部長は、坂井代理の隣に着席願います。

２２番、野水委員。

農政対策部会長（２２番野水敏秋委員）
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皆さん、おはようございます。農政対策部会からご報告申し上げます。

農政対策部会は、１月の総会で付託を受けました平成２６年度農作業賃金及び機械作

業料金についてを審議するため、２月１９日午後２時から厚生福祉会館第２集会室にお

いて部会を開催いたしました。閉会は４時１５分。会議には、野﨑会長からも出席いた

だき、審議に加わっていただきました。

平成２６年度農作業賃金及び機械作業料金についてでありますが、お手元に配付して

あります報告資料ナンバー１をごらん願います。検討要素として、近隣市町村の状況、

農産物価格指数、他産業との賃金格差、消費者物価指数、地域間格差等の検討と現下の

経済情勢や本年４月から消費税が３％上昇すること、戸別所得補償交付金が半額になる

ことなどとともに、農作業を委託する農家のことも考慮する必要との意見も出されまし

た。また、農作業賃金、機械作業料金を上げるべきとの意見もありましたが、大勢は据

え置きでやむなしとの意見でありました。そして、農業経営が引き続き困難な状況にあ

ることを判断し、農作業賃金、機械作業料金等の標準額は全て据え置きと決定しました。

次に、賃借料の情報提供についてでありますが、お手元に配付してあります報告資料

ナンバー２をごらんください。この件につきましては、農地法の改正により法律で定め

ていた標準小作料制度が廃止され、それにかわるものとして農地法第５２条では情報の

提供等を行うこととされ、この情報提供で賃借料情報の提供を実施しております。資料

の内容は、平成２５年１月から１２月までに個人と個人が金銭で締結されたデータをも

とに、農地区分ごとに集計した結果であります。これにより賃貸借における賃借料水準

として情報提供していくものであります。

続きまして、農地のクリーン作戦について審議いたしました。このことにつきまして

は、農地の番人としての農業委員会の見える活動として、食の安全、安心を推進するこ

とから取り組みを実施することで皆さんから賛同をいただきました。実施日は、４月４

日金曜日、午後から３地区に分かれ、３時間程度行う予定にしています。報告資料ナン

バー３で概要をお伝えし、詳細につきましては後日お知らせしたいと存じます。

以上が農政対策部会からの報告です。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、報告の中でご質問がありましたらご発言いただきたいと思いますが。

９番、佐藤満委員。

９番（佐藤 満委員）

９番、佐藤満です。

農政対策部会に対しては、十分な審議をいただきましてまことにありがとうございま

した。これに基づき農作業委託等を進めていかなければならないわけですが、我々農業

委員も今回の農政対策部会の審議決定に従い各農家に対して説明していかなければなり

ません。昨今の景気の低迷等を考えますと、農家を取り巻く環境も決してよいものでは
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ないことから、農家の方々のご理解を得られるかとうかについてはなかなか難しい面も

あるかと思います。一般作業賃金が、全国労働賃金の水準を下回っているという現状は、

農家が軽視されているものと私自身は思うわけですが、今回ご審議いただいた農作業賃

金等はあくまで農業委員会で設定した標準額であるため、最終的には貸し手、借り手双

方の話し合いにより決定されるものです。農家の方々が円滑に農業に従事できるように

我々農業委員も丁寧な説明によりご理解を得られる努力を重ねていかなければならない

と思いますし、広報紙「ひまわり」を通して今回の農政対策部会の審議の趣旨説明が農

家の皆さんに十分に行き届くように事務局にはお願いしたい。各農家が円滑に仕事を進

めることができるようになることを期待しておりますし、農政対策部会の役員の方々に

は十分な審議をしていただいたことに感謝いたします。ありがとうございました。

議長（野﨑会長）

はい、わかりました。

ただいま佐藤満委員のほうから農作業賃金等について賛同が得られましたが、私のほ

うから、これはあくまでも標準価格でございます。一番上のほうで米印３つに分けて書

いてありますが、農作業賃金等は最終的には貸し手、借り手双方で協議していただきた

いと思います。この標準価格に従わなければならないということではなくて、やはり条

件がそれぞれ異なっているかと思いますので、その辺を双方で協議して価格を決めてい

ただきたいというのがせつなる考えでございます。地域の農業委員の方にはもしそうい

う作業賃金の話が出たらそれを十分に説明していただきたいと思います。よろしくお願

いいたします。

あと消費税の問題ですが、先般１月の総会で廣川委員のほうから消費税の区分につい

ての話がございましたが、それもしなければならないのではないかという意見も出まし

た。それをやると今度実際どうなるのかわかりませんので、現状は消費税内税という形

の中でやっていったらどうか。３％は上がるのは間違いないのだから、現実この標準価

格でいけば３％分は下がるという方向づけの中で理解していただければなと思っていま

す。帳簿をつけるには大変難しいかと思いますが、その辺をやはりきちっと指導してい

ただければなと思っているわけでございます。よろしくお願いいたします。

ほかにご意見ございませんか。

ご発言がないようですので、農政対策部会の報告についてを終わります。

農政対策部会長は自席へお戻りください。ご苦労さまでした。

農政対策部会長（２２番野水敏秋委員）

どうもありがとうございました。

議長（野﨑会長）

それでは、報第３号から報第７号まで続けて事務局より報告願います。

事務局（大坂事務局長）

（別添報告書により説明）

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。
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それでは、報告の中でご質問がございましたら発言をいただきたいと思います。

ご発言がないようですので、報告事項を終わります。

来月の調査部会開催案内をお願いいたします。

第２調査部会長、８番、刈屋一夫委員。

第２調査部会長（８番刈屋一夫委員）

来月は、第２調査部会の当番でございます。３月２４日午後１時３０分から厚生会館

第２集会室で会議を開催いたします。関係委員は出席をお願いいたします。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

第２調査部会の案内でございますが、今ほどお知らせしましたように３月２４日午後

１時３０分からということでございますので、関係委員の方はぜひ出席のほどお願いい

たします。

なお、来月の総会は２８日に予定しております。

なお、総会終了後職員の歓送迎会を予定しておりますので、あわせてよろしくお願い

いたします。

それでは、長時間にわたってご審議いただきましてありがとうございました。

以上をもちまして２月の定例総会を終了させていただきます。

大変ご苦労さまでした。

午前１０時３６分 閉会
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